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交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
自
転
車
運
転
中
は
、
音
楽
を
聴
い
た

り
、
携
帯
電
話
を
使
用
し
た
り
、
わ
き
見

運
転
な
ど
を
し
な
い
よ
う
安
全
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
信
号
無
視
、
一
時
不
停
止
や
歩

行
者
用
道
路
に
お
け
る
車
両
義
務
違
反（
自

転
車
徐
行
違
反
）な
ど
は
交
通
事
故
の
原
因

に
つ
な
が
り
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

を
守
る
こ
と
で
、
交
通
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
安

全
な
自
転
車
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
日
の
入
り
が
早
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
夜
間
や
夕
暮
れ
時
に
外
出
さ
れ

る
際
は
、
明
る
い
色
の
服
を
着
た
り
反
射

材
を
身
に
つ
け
た
り
す
る
な
ど
の
対
策
を

し
て
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

交通安全対策委員会では、高齢者の皆さんが自転車事故により、頭部
を受傷し、重症化するケースがあることから、取り組みの一つとして自
転車用ヘルメットの着用啓発を行っています。
　13歳未満の子ども、65歳以上の高齢者ともに自転車に乗る際の自転
車用ヘルメット着用が努力義務となっています。自転車乗用中にヘル
メットを着用せず交通事故に遭った場合、頭部にけがを負うことで死亡
事故などの重大な事故につながることもありますので、自転車に乗る時
は皆さんもヘルメットを着用するよう心掛けてください。
　市では、高齢者自転車用ヘルメット購入費助成事業を行っています。
また、幼児2人同乗用自転車、幼児用ヘルメットの購入費の助成も行っ
ています（助成は同時購入に限ります）。

自転車に乗る時は自転車用ヘルメットをかぶりましょう自転車に乗る時は自転車用ヘルメットをかぶりましょう

高齢者用自転車ヘルメット
▶対象　松原市に住所を有する65歳以上の人
▶助成費用　ヘルメット購入費の2分の1に相当する
額（100円未満の端数がある場合は、その端数を切り
捨てた額）ただし、上限2,000円。
▶対象のヘルメット　一般財団法人製品安全協会が
定める安全基準に適合し、「SGマーク」などが貼付さ
れているもの

     幼児2人同乗用自転車、幼児用ヘルメット
▶対象　松原市に住民票を有し、居住していること。
自らが養育する6歳未満の子どもが2人以上いること。
本人および同一世帯の者が同様の助成を受けていない
こと。購入から6カ月を経過していないこと。
▶助成費用　幼児2人同乗用自転車とヘルメットの購
入合計額の2分の1に相当する額（100円未満の端数
がある場合は、その端数を切り捨てた額）ただし、上
限3万円。

●対象となるもの　一般社団法人自転車協会が定
める幼児2人同乗用自転車安全基準に適合したBAA
マークを有する自転車、自転車に適合する安全基準
を満たした座席、自転車と同時に購入した、安全基
準に適合した幼児用ヘルメットは、一般財団法人製
品安全協会が定める安全基準に適合し、「SGマーク」
などが貼付されているもの（2個を限度）
●問合せ　市民協働課

①自転車は、車道が原則、歩道は例外
②車道は左側を通行
③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
④安全ルールを守る・飲酒運転・二人乗り・並進の
　禁止・夜間はライトを点灯・交差点での信号遵守
　と一時停止・安全確認
⑤子どもはヘルメットを着用
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市民協働課　☎337－3103
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